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中心的役割を果たしてきたoその際､Filmoreや Kayが HPSC (Head-DrivenPhrase


























































































【fl′f2′…′f,りに構文効果があると認定されるのは,Fの全体の意味 M がtfl′f2′-′叫 の意
味の集合 tml′m2′..,m)11から厳密に構成的な仕方で構築できない場合である｡この定義
に基づく現象記述をもっとも具体的に行ったのはGoldberg(1995′1997′1999)による項構





(2)の言語事実において重要なのは､文内のいずれの形式 Fも全体の意味 M を直接には
コード化していない｡ここで言う全体の意味M とは､(2a)で言えば､rxMOVESTOY｣
(あるものXがある空間Yへ移動すること)､(2b)は ｢XCAUSESYTOBECOMtZ｣(あ




















































































































































区分 対象の移動 細波′受益 結果′変化 主体の移動
(4) ○ ◎ ? ×
(5) ◎ × × ×
(10) × × ○ ◎





















































































































(16) a. 母が父に会った｡ - 生物が生物にVする
b. 母が買い物に行った. - 生物が事にVする













表 3の ｢が｣位置の名詞に関しては､有生性 (ardmacy)に基づく特徴づけを行った｡
【+animacy】としての生物と.トan血aCy】としての物 (無生物)を区別する｡この単純な特徴
づけの背景には､日本語の主語の特徴として有生性が関与していることを構文レベルで捉






















宮本輝 F錦繍』 134例 102例
塩野七生 『コンスタンティノープルの陥落』 128例 96例
五木寛之 『風に吹かれて』 125例 93例
村上春樹 『世界の終りとハードボイルド.ワ 124例 94例
ンダーランド』









































































































































































堤 .876:Jetぺtf ItJコー ド化fd〇m.Ve,○ f
b
生物が場所に移動する
育*塞惑 コー ド化 3.1lu＼_-▲ヽFra太郎が学校に行った lc
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